
裂き織り布の特性

１．はじめに

裂織は、「着古した衣服をといて細かく裂いたものを

よこ糸として織った厚手で丈夫な織物で、防寒をかねた

漁師の船上での仕事着や野良着のほか、帯、敷物、こた

つ掛けとして用いられる」とされている１）。また、「不

規則な色のよこ縞を特徴とする」ことから、工芸的にも

愛好されている。歴史的にみて裂織は、大小様々な布を

継ぎ合わせ、それに木綿糸で刺した刺子２）と同様布を最

後まで使い切るための再生技術としも発達してきたと考

えられる。一方、現代においては、繊維製品のリサイク

ルに関して、素材複合度の高さ、製品の多様性（種類、

色）と高いファッション性、進まない再生用との拡大、

複雑な生産流通機構などの複雑さが原因で衣料品のリサ

イクル率は低いと言われている３）。このように裂織は、

再利用技術として見直す必要があるが、裂織布の特性を

定量的に扱った例はほとんどない。裂織は、一般的には

綿布を利用すると思われるが、本研究では環境問題とし

てのリユースを意図しているため、古くから使用されて

いる綿布の他ポリエステル、アクリル布を使用し、簡易

織機で織った布の実用性能を試験した。

２．実 験

市販の平織り木綿布（たて糸密度２７本／㎝、よこ糸密

度２２本／㎝）、斜文織ポリエステル布（たて糸密度５５本／

㎝、よこ糸密度３２本／㎝）、斜文織アクリル布（たて糸密

度２４本／㎝、よこ糸密度２０本／㎝）を横方向に１㎝幅に切

り裂いた。裂織布のたて糸は３０番ポリエステル糸を使用

した。使用した織機は、簡易織機の「さおり」（図１）

で、４㎜間隔でたて糸を張った。織り上がった裂織布に

ついて、布の厚さ、通気性、保温性は、それぞれダイヤ

ルゲージ型厚さ測定器、島津製作所製定圧式織物通気度

試験機、（株）富士冷機工業製織布保温性試験機を用い

て測定した。磨耗性については、ピリングの発生状態も

観察するため、（株）東洋精機製作所製ピリング測定用

アビアランス・リテンション型試験機を使用した。なお、

この場合、チャックは２０ で、チャック支持軸、チャッ

ク重量、加重の合計６５２ の荷重で行い、摩擦板はサン

ドペーパー（㏄４００）を用いた。

３．結果および考察

元の布と裂織布の厚さを図２に示した。元布の厚さは、

０．３２～０．６７㎜であったが、裂織布は３．３㎜となり、簡易

織機で織った裂織布の厚さは、いずれも元の布と比べ約

５～１０倍厚くなることがわかった。

通気度を図３に示したが、元布に比べ約１３～３０％低下

している。通気の程度は布の材質よりも構造的形態と関

係が深く、糸密度やカバーファクターが小さく、含気性

の大きい布で、しかもその孔が布の表裏に貫通している

と大きいとされる４）。元布に関しては、ポリエステル、

アクリル、綿の順に小さくなっている。綿、ポリエステ

ル、アクリルの糸密度の合計は、４９、８７、４４であり、ポ

リエステル布の場合、糸密度が大きいことが効いている

と考えられる。裂織布に関しても同様の順であり、元布

の性質が測定結果に反映している。裂織布は、布が折り

たたまれた状態になっているため通気性が低下したと考

えられる。

保温率を図４に示した。元布の保温率は、２９～４６％で
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図１ 簡易織機
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あったが、裂織布は６６～７９％で、いずれの布でも向上し

１．７～２．４倍の値を示した。保温率は、布の厚さとともに

大きくなり５）、熱損失も厚さとともに減少することが知

られている６）。本実験の結果も、裂織布の厚さが増大し、

通気度も低下していることから、保温性の向上に寄与し

ているものと考えられる。

ピリング測定用試験機を用いて測定した磨耗性は、元

の布で、綿、ポリエステルが回転数で２０回、アクリルが

５０回で破れた（表１）。一方、裂織布ではポリエステル

が１１０回、アクリルが１５０回でたて糸が擦り切れたのに対

し、綿布では５００回以上でも擦り切れることはなかった

（表２）。ポリエステルおよびアクリルは反発力がある

ため、織りにくいことがわかった。このことから、裂織

布については、綿布の場合はたて糸がくい込んだ状態に

なるが、ポリエステル、アクリルの場合たて糸が表面に

浮く可能性が高く、糸切れにより解れたものと考えられ

る。

ピリングの発生に関しては、ピリングが相当発生した

場合をＨとし、わずかに発生した場合をＮとして、Ｈ、

Ｍ、Ｌ、Ｎの４段階で、ピリング判定標準写真に基づき

目視により判定した。表２において、ＮからＬ、Ｌから

Ｍとピリングの発生が多くなるが、周期的に繰り返すこ

とが見られる。これは、発生したピリングが擦り切れ、

見かけ上消滅し再度発生するためである。

図２ 厚さ

図３ 通気性

図４ 保温率

表１ 元布のピリング状態と摩耗性

表２ 裂織布のピリング状態と摩耗性

回数 綿 ポリエステル アクリル

１０ Ｎ Ｌ Ｎ

２０ 破れた 破れた Ｎ

３０ Ｌ

４０ Ｌ

５０ 破れた

回数 綿 ポリエステル アクリル

１０ Ｎ Ｎ－Ｌ Ｌ

２０ Ｌ Ｌ Ｍ

３０ Ｌ Ｎ－Ｌ Ｍ

４０ Ｎ Ｎ Ｌ

５０ Ｎ Ｎ Ｍ

６０ Ｎ Ｎ Ｍ

７０ Ｌ Ｎ Ｌ

８０ Ｎ Ｎ Ｍ

９０ Ｎ Ｎ Ｌ

１００ Ｎ Ｎ Ｌ

１１０ Ｌ 糸切れ Ｌ

１２０ Ｌ Ｌ

１３０ Ｎ－Ｌ Ｌ

１４０ Ｎ Ｌ

１５０ Ｎ 糸切れ

５００ Ｎ
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４．おわりに

永原によれば、「畿内および東海の中核的な二つの綿

業地帯は、すでに江戸前期のうちにその骨格を形成し、

商品化のための流通組織もすでに整備されつつあった。

理論的に考えて、生産力的に優越した主産地が形成され、

そこにおける生産物の商品化が進展すれば、経済構造の

全体として、社会的・地域的分業も進行するであろう。

江戸前期における畿内・東海二大産地の形成を梃子とし

て、江戸時代の経済社会は中世経済社会とは基本的な性

格を異にする段階に入ったことは、その点でも明らかで

ある。」としている。また、「それらの地帯から供給され

る白木綿は、その性質上武士・民衆に共通する肌着類と

して、縞木綿の類は都市民衆の表着類として広大な市場

をもった。農民の場合、新しい木綿織物を直接購入でき

るのはかぎられた地主的階層にとどまり、大半の人々は

自給生産、すなわち木綿栽培から紡糸・織布に至るまで

を自家で行う形以外は、せいぜい「古手（ふるて）」と

よばれる古着を購入し、そのまま用いたり、生地を細か

く裂いて、それを糸がわりに用いて織る厚手の布地（日

常の帯などは多くこのような形で作った）を使うのが普

通であった。「古手」は江戸時代の農村向商品の代表的

なものの一つであり、東北地方の寒冷地の貧しさの中で

は、明治以降でも農民は古手以外を着たことがないとい

う話は、各地で聞いた。」と述べ、民衆衣料としての木

綿について明らかにしている７）。

以上のような歴史的背景を受けて、布を裂いて簡易織

機で裂織布を作製した。裂織布の特性を検討した結果、

元の布に比べかなり厚くなるが、保温性に優れ、耐磨耗

性のある丈夫な布となることが確認された。また、通気

性は寒冷下での風のある時の保温性に影響するとされて

いる８）ことから、裂織布の通気性は低下し、防寒をかね

た仕事着や野良着に利用されたことを裏付けるものであ

る。

一方、繊維総排出量１７１万２千トンに対して、古着と

して再利用、反毛原料として再利用、ウエス原料として

再利用、産業廃棄物の再利用の合計は、１６万２千トンと

推定され、再商品化率は９．５％とされている８）。繊維製

品のレデュースに関する消費者の理解の増進が不可欠で

あるが、リユースを考える上での参考になることを期待

する。
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